
概要概要 特長

応用展開 開発完了時期

・可変キャビンにおける人優先/安全制御

・ゲーム/教育/推し活などのエンタメでの活用

・2027年

車室空間の広々・快適化が進む一方、

機能操作はリラックス姿勢を保ちながら

できない場面がある

タッチ操作

Motion＋（モーション認識技術） ～姿勢を変えずに、意のままに操る次世代操作～

・2029年（空中操作）自動運転時代のシートレイアウトイメージ

スイッチ操作

開けて

課題：姿勢変化による負荷

・遠隔操作（ディスプレイ）
⇒ リラックスした姿勢のまま操作

快適性向上

・空中操作
⇒ 簡単で直感的な操作（人の体格や位置に合わせて表示/入力）

将来の自由なシートレイアウトの時代には、

どこでも操作できるHMIが求められる

空中操作
＊実車体験可能

＊実車体験可能

簡単操作

特許出願中

・遠隔操作（スイッチ）
⇒ 届かないスイッチの操作

快適性向上

・指差し＋音声操作（「開けて」など短いワード）
⇒ 届かないスイッチの操作、簡単で直感的な操作



Motion＋（モーション認識技術） ～姿勢を変えずに、意のままに操る次世代操作～

・単眼カメラで高精度センシング

・全身骨格＋指先動作を同時に検知

⇒ 安心安全センシングと操作入力の両立

・多人数同時検知 ⇒ 処理負荷を抑え、複数人検知可能

・SoC搭載ECUとして提供も可能

・クリアなライセンス⇒ 学習データはすべて自社で収集

ポインタ

技術特長

特許出願中



コア技術

付加価値・差別化

Motion＋（モーション認識技術） ～姿勢を変えずに、意のままに操る次世代操作～

技術詳細

特許出願中



遠隔操作（ディスプレイ×Motion＋） ゲーム/教育（ディスプレイ×Motion＋）

表示操作（プロジェクター×Motion＋）

エンタメ（ディスプレイ×Motion＋）

表示操作（空中結像×Motion＋） ダイレクト操作（音声認識×Motion＋）

※車両モックで体験可能※車両モックで体験可能※昨年展示

ー 快適 ー

Motion＋（モーション認識技術） ～姿勢を変えずに、意のままに操る次世代操作～

適用事例

特許出願中



ー 安心/安全 ー

シートベルトの“正しい装着”判定可変キャビン、シート自動制御における人優先/安全制御

動けない/異常姿勢を検知して通知 チャイルドシート“姿勢逸脱”検知

Motion＋（モーション認識技術） ～姿勢を変えずに、意のままに操る次世代操作～

適用事例

特許出願中



システム構成

センシング用カメラ

スピーカー

LED照明

マップランプ

搭載例：オーバーヘッドモジュール

カメラ

車両システム

LED照明

オーディオ

TCU

アクチュエータ(エアコン)

アンビエント照明

ディスプレイ

・モーション検知アルゴリズム
・LED点灯制御

ECU

システム構想案

モーション検知アルゴリズム
※アプリで提供することも可能

スピーカー

・・・

マップランプ

マイク

SoC搭載ECU (開発中)

サイズ：170×130×25mm

※車両モックに搭載

Motion＋（モーション認識技術） ～姿勢を変えずに、意のままに操る次世代操作～

特許出願中


